
“スマート農業ブーム”
への違和感

最新技術は個々の経営に変革をもたらしているか

スマート関連
129億円

農業機械
967億円

農業用器具
192億円

飼料
1兆1,354億円

農薬
3,682億円

有機質肥料
626億円

化学肥料
2,751億円

農業（生産）
9兆2,742円

※�数値はそれぞれ、農業生産
額は「農業総生産額」（農林
水産省）、スマート農業関連
は「スマート農業の現状と将
来展望（2018年度版）」（㈱
矢野経済研究所）、その他の
産業は「従業者４人以上の事
業所に関する製造品出荷額」
（工業統計）による。なお、
ここで示したスマート農業市
場には、栽培支援・販売支援・
経営支援の各ソリューショ
ン、精密農業関連、農業ドロー
ン関連（本体を除く）、農業
用ロボットを含む

　近年、農業界を取り巻く人たちの関心を集めている「スマート農業」。市場調査、コンサルティング会社
が競うように公表した市場予測では、いずれも数年後にかけて急成長が見込まれている。ブームに乗り遅れ
るな！とばかりに、関連業界のコマーシャリズムは過熱し、農業経営者の投資意欲を駆り立てているが、農
業現場からはこのブームに違和感を感じるという声も聞こえてくる。かつて、トラクターやコンバイン、土
耕機などの農業機械が農作業を大きく変えたのは、機械を導入して稼働率を上げれば、利益を確保できたか
らだ。しかし、スマート農業技術にそれと同じ感覚で投資するのは危ない。稼働率を上げればますますコス
トがかかり、その費用は回収できない。経営規模が拡大しリスク管理が求められるなか、いくら先端技術を
導入しても、経営革新を伴わなければ「スマート農業」にはならないのだ。� （構成・まとめ／加藤祐子）

関連業界の市場規模（2017年）

特 集

前編



13 農業経営者 2019 年 10 月号

“スマート農業ブーム”
への違和感

最新技術は個々の経営に変革をもたらしているか

国
家
レ
ベ
ル
で
推
進
す
る

ス
マ
ー
ト
農
業

２
０
１
３
年
11
月
に
農
林
水
産
省
は

「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け
た
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は

経
済
産
業
省
、
総
務
省
、
内
閣
府
、
内
閣

官
房
等
の
複
数
の
省
庁
と
、
関
連
す
る
民

間
企
業
、
農
業
者
、
学
者
か
ら
構
成
さ
れ
、

17
年
３
月
ま
で
に
６
回
の
審
議
を
重
ね
て

推
進
方
策
を
練
っ
た
。審
議
は
、「
超
省
力
・

大
規
模
生
産
を
実
現
し
、
作
物
の
能
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
き
つ
い
作
業
、
危
険

な
作
業
か
ら
の
解
放
と
誰
も
が
取
り
組
み

や
す
い
農
業
を
実
現
し
、
消
費
者
・
実
需

者
に
安
心
と
信
頼
を
提
供
す
る
」
と
い
う

将
来
像
を
と
り
ま
と
め
る
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、「
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）・
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
）
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
て
、
省

力
化
・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
を
実
現
す

る
等
を
実
現
す
る
新
た
な
農
業
」
と
位
置

付
け
た
（
図
１
）。
こ
れ
ま
で
の
「
精
密

農
業
」
の
行
政
施
策
は
、
精
密
農
業
関
連

技
術
に
加
え
て
、
栽
培
支
援
、
販
売
支
援
、

経
営
支
援
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ド
ロ

ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
展
開
に
よ
り
、
新

た
に
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
し
て
社
会
実

装
の
段
階
に
入
っ
た
の
だ
。

農
水
省
が
18
年
度
の
第
２
次
補
正
予
算

で
42
億
円
、
19
年
度
予
算
で

５
億
円
余
り
を
投
じ
て
推
進

し
て
い
る
の
が
、
ス
マ
ー
ト

農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。
19
年
９
月
時
点
で
、
実

証
圃
場
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
69
件
に
及
ぶ
（
図
２
）。

農
業
経
営
の
将
来
像
を
営
農

類
型
別
に
示
し
、
6
つ
に
分

類
さ
れ
た
37
項
目
の
新
技
術

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
25
年

ま
で
の
実
証
・
市
販
化
・
普

及
を
目
指
し
て
い
る
。
農
業

者
の
取
り
組
み
段
階
を
「
知

る
」、「
試
す
」、「
導
入
す
る
」

の
３
段
階
に
分
け
て
環
境
整

備
を
行
な
っ
て
い
く
と
い

う
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
市
場
規
模

17
年
現
在
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
市
場
規

模
は
１
２
３
億
円
と
も
１
２
９
億
円
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
対
象
分
野
の
設
定
に
よ

っ
て
そ
の
数
字
は
異
な
る
が
、
新
製
品
が

次
々
に
発
表
さ
れ
、
10
年
前
に
は
限
ら
れ

た
農
業
者
し
か
関
心
を
示
さ
な
か
っ
た
技

術
が
、
多
く
の
農
業
現
場
に
導
入
さ
れ
る

段
階
に
到
達
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
先

駆
け
的
存
在
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
だ
。

当
初
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
が
進
行
方
向
と
の

ズ
レ
を
点
灯
す
る
構
造
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
液
晶
画
面
が
採
用
さ
れ
、
日
本
語
表
示

と
カ
ラ
ー
液
晶
画
面
に
よ
る
“
ト
ラ
ク
タ

ー
版
の
カ
ー
ナ
ビ
”に
進
化
し
た
時
点
で
、

普
及
が
加
速
し
た
。
技
術
は
さ
ら
に
進
化

し
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
も
自
動
化
す
る
自

動
操
舵
装
置
が
登
場
し
、
後
を
追
う
よ
う

に
導
入
が
進
む
。
作
業
幅
の
広
い
大
型
ト

ラ
ク
タ
ー
の
作
業
だ
け
で
な
く
、
い
ま
で

は
乗
用
管
理
機
や
田
植
機
な
ど
装
着
す
る

側
も
多
様
化
し
て
い
る
。
北
海
道
農
政
部

の
調
査
（
図
3
）
に
よ
れ
ば
、
08
年
か
ら

18
年
ま
で
の
累
計
出
荷
台
数
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
１
万
４
６
４
０
台
、
自
動

操
舵
装
置
が
６
７
０
０
台
、
調
査
対
象
外

の
ツ
ー
ル
も
含
め
る
と
、
利
用
者
は
そ
の

数
を
大
幅
に
超
え
る
。

も
う
一
つ
の
注
目
技
術
は
、
ド
ロ
ー
ン

で
あ
る
。
航
空
法
で
は
、
重
量
が
２
０
０

ス
マ
ー
ト
農
業
の
概
要
と

関
連
技
術
の
普
及
状
況

１図１：スマート農業のコンセプト

図２：スマート農業実証プロジェクトの実証農場一覧

出典：農林水産省『スマート農業の展開について』（2019 年 7 月）

出典：農林水産省『スマート農業の展開について』（2019 年 7 月）

“スマート農業ブーム”への違和感特 集
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と
ん
ど
な
く
、
形
式
の
異
な
る
デ
ー
タ
が

散
在
し
て
い
る
の
だ
。
利
用
者
の
入
力
手

間
が
重
複
し
た
り
、
他
の
製
品
へ
の
移
行

を
妨
げ
た
り
す
る
要
因
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
て
、
内
閣
府

Ｉ
Ｔ
戦
略
室
は
デ
ー
タ
の
連
携
・
共
有
・

提
供
を
行
な
え
る
農
業
デ
ー
タ
連
携
基
盤

Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
を
立
ち
上
げ
て
、
農
業
Ｉ
Ｃ

Ｔ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
企
業
と
の

協
調
を
進
め
て
い
る
（
図
5
）。
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農
家
が
求
め
る
新

た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
、
農
家
は

種
々
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
戦
略
的
な
経
営

判
断
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
19
年
4
月

に
本
格
稼
働
し
、
生
産
現
場
で
の
活
用
に

加
え
、
流
通
か
ら
消
費
ま
で
連
携
を
広
げ

よ
う
と
し
て
い
る
。

ｇ
未
満
の
も
の
は
「
模
型
飛
行
機
」
に
、

重
量
が
２
０
０
ｇ
以
上
で
無
人
で
遠
隔
操

作
ま
た
は
自
動
操
縦
に
よ
っ
て
飛
行
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は「
無
人
航
空
機
」

に
分
類
さ
れ
る
。
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

比
べ
て
手
軽
に
扱
え
る
こ
と
か
ら
、空
撮
、

土
木
・
建
築
、
点
検
、
防
犯
、
物
流
な
ど

で
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
型
式
ご
と

に
必
要
な
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取
得
、
バ
ッ
テ

リ
ー
等
の
消
耗
品
や
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
保
険
等
の
周
辺
サ
ー
ビ
ス
市
場
も
成

長
が
見
込
ま
れ
、
24
年
に
は
農
業
分
野
で

７
６
０
億
円
に
達
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
空
撮
は
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
や
損
害
保
険
の
査
定
な
ど
へ
の
需
要

拡
大
も
必
至
で
あ
る
。

現
在
、
開
発
・
販
売
さ
れ
て
い
る
ス
マ

ー
ト
農
業
の
関
連
技
術
は
、農
水
省
の『
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
カ
タ
ロ
グ
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
、
耕
種
農
業
分
野
で
２

２
１
件
、畜
産
分
野
で
29
件
あ
る（
表
１
）。

い
ず
れ
も
今
後
の
拡
充
が
見
込
ま
れ
る
。

デ
ー
タ
連
携
・
相
互
利
用
を

広
げ
る
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ

海
外
・
国
内
問
わ
ず
、
ス
マ
ー
ト
農
業

に
関
わ
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
し
て

き
た
こ
と
で
、
新
し
い
問
題
も
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
。
圃
場
や
作
物
、
環
境
、
生
産
管

理
、
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
大
量
の
デ
ー

タ
を
扱
う
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
シ
ス
テ
ム
間
の
相
互
連
携
が
ほ
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2009
年度

2010
年度

2011
年度

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

GPSガイダンスシステム（北海道）
GPSガイダンスシステム（府県）
自動操舵装置（北海道）
自動操舵装置（府県）

出典：北海道農政局調べ

※調査対象：
井関農機㈱、㈱クボタ、ジオサーフ㈱、㈱トプコン
㈱ニコン・トリンブル、日本ニューホランド㈱、
ヤンマーアグリジャパン㈱、㈱IHIアグリテック

2016年度
（実績）

2017年度
（実績）

2018年度
（実績）

2019年度 2020年度 2022年度 2024年度
（見込み）（予測）（予測）（予測）

空撮 12 15 21 29 42 59 91
農薬散布 110 108 175 280 375 470 760

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

市
場
規
模（
億
円
）

※出典：『ドローンビジネス調査報告書2019』（インプレス総合研究所）

分　類 内　容 事　例 『スマート農業技術カタログ』
掲載数（重複あり）

耕
種
農
業
（
２
２
１
件
）

経営データ管理 資材や売上、労務等の管理を行なう技術 農場日誌、経営管理システム、圃場管理システムなど 25

栽培データ活用 気象や熟練農家のノウハウ等の栽培に関するデータを活用する
技術

圃場管理システム、病害虫予察、気象データ提供、デジタル土
壌図、GAP 認証支援システムなど 39

環境制御 水田の水管理や畑の灌水、園芸ハウスの温度管理等を行なう技術 圃場（施設内）温湿度モニタリング、窓開閉の遠隔操作、自動
灌水、LED 照明、ヒートポンプなど 33

自動運転／作業軽減 自動で作動するロボットや機械の運転アシスト、農作業の軽労化
等を行なう技術

GPSガイダンス、自動操舵装置、施肥・防除のセクションコント
ロール、直進アシスト田植機、アシストスーツ、ロボットトラクター、
収穫ロボットなど

85

センシング／ 
リモートセンシング 作物や環境等の状況についてデータを提供する技術 農機稼働情報の収集、食味・収量センサ付きコンバイン、土壌

センサー、生育診断、収量・品質の予測など 80

畜
産
（
29
件
）

センシング／ 
モニタリング

生体データ（繁殖機能や栄養・健康状態等）や飼養環境に関
するデータを提供する技術 牛群管理システム、傷病管理システム、個体情報の電子化など 24

生体データ活用 生体に関するデータをＡＩ（人工知能）等で活用する技術 分娩予知・発情発見、乳牛の妊娠効率化、起立困難検知など 17
飼養環境データ活用 飼養環境に関するデータをＡＩ等で活用する技術 牛舎管理システム、窓開閉・灌水バルブ等の遠隔操作など 10
自動運転／作業軽減 自動運転ロボット等の導入により作業の軽労化を図る技術 敷料散布機、自動文字認識 2

経営データ管理 経営の現状分析、計画作成、進行管理等を行なう技術 経営支援システムなど 4

図 3：ＧＰＳガイダンスと自動操舵装置の累計出荷台数の推移（８社）図 4：ドローンの市場規模の現状と予測

表１：開発・販売されているスマート農業の技術・機械

図 5：農業連携基盤構造 WAGRI の構造

出典：農林水産省技術対策室『農業データ連携基盤の構築について』（2018 年 8 月）  

※農林水産省『スマート農業技術カタログ』（耕種農業：2019 年 7 月更新、畜産：同 2 月更新）をもとに編集部で集計した
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ス
マ
ー
ト
農
業
の
源
流
は

精
密
農
業
の
取
り
組
み

―
―
農
業
界
の
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
る
“
ス
マ
ー
ト
農
業
ブ
ー
ム
”
を
ど
う

見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

澁
澤
栄
（
東
京
農
工
大
学
特
任
教
授
）　

ス
マ
ー
ト
農
業
の
源
流
に
は
も
と
も
と
精

密
農
業
と
い
う
管
理
手
法
が
あ
り
ま
す
。

精
密
農
業
の
取
り
組
み
の
導
入
が
世
界
で

始
ま
っ
て
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
対
応
す
る

ツ
ー
ル
や
サ
ー
ビ
ス
が
出
て
き
て
、
よ
う

や
く
日
本
で
も
農
業
経
営
の
現
場
で
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ー
ム
に

な
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
か
ら
、
楽
し
く

見
て
い
ま
す
よ
。

―
―
農
水
省
は
メ
ー
カ
ー
や
マ
ス
コ
ミ
の

取
り
上
げ
方
に
よ
っ
て
は
、
あ
た
か
も
新

し
い
技
術
を
導
入
す
れ
ば
ス
マ
ー
ト
農
業

が
実
現
で
き
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
も
聞

こ
え
て
き
ま
す
。

澁
澤　

と
か
く
無
人
化
し
て
効
率
化
で
き

る
と
か
、
逆
に
過
剰
投
資
に
よ
る
コ
ス
ト

高
で
成
り
立
た
な
い
と
か
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
誰
が
判
断
す
る
の
か
、
誰
が
実
際

の
作
業
を
や
る
の
か
と
い
う
部
分
に
踏
み

込
ん
で
い
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

―
―
も
う
少
し
詳
し
く
伺
い
た
い
の
で
す

が
、
ま
ず
は
精
密
農
業
に
つ
い
て
簡
単
に

解
説
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

澁
澤　

は
い
。
精
密
農
業
は
１
９
９
０
年

代
に
提
唱
さ
れ
た
、
農
耕
地
の
空
間
的
な

高
解
像
デ
ー
タ
を
農
作
業
の
判
断
に
利
用

す
る
経
営
戦
略
あ
る
い
は
管
理
手
法
で

す
。
96
年
に
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
で
開
催

さ
れ
た
第
３
回
精
密
農
業
国
際
会
議
で

「Precision　

A
griculture

」
と
い
う
用

語
に
統
一
さ
れ
、
翌
97
年
に
21
世

紀
に
向
け
た
農
業
モ
デ
ル
と
し
て

米
国
学
術
研
究
会
議
か
ら
提
案
書

が
出
ま
し
た
（
図
１
）。

―
―
精
密
農
業
は
「
第
四
の
農
業

革
命
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

澁
澤　
「
第
一
の
農
業
革
命
」
は

狩
猟
か
ら
農
耕
へ
の
転
換
で
す
。

「
第
二
の
農
業
革
命
」
は
三
圃
式

輪
作
に
よ
る
地
力
増
進
で
、
土
地

生
産
性
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。「
第

三
の
農
業
革
命
」
は
産
業
革
命
と
連
動
し

た
農
業
の
機
械
化
で
、
労
働
生
産
性
が
向

上
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
３
つ
の
変
革
に

対
し
て
、
精
密
農
業
は
膨
大
な
デ
ー
タ
や

情
報
を
用
い
た
経
営
革
新
に
よ
っ
て
、
資

本
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
か
ら
「
第
四
の

農
業
革
命
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際

に
こ
の
20
年
間
で
農
学
と
農
業
の
あ
り
方

を
が
ら
り
と
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
―
日
本
で
は
精
密
農
業
と
い
う
用
語
で

浸
透
し
て
い
ま
す
が
、
少
し
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
違
う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

澁
澤　

日
本
語
で
は「
精
密
」よ
り
も「
最

適
」
と
い
う
言
葉
の
ほ
う
が
、
意
味
合
い

が
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
デ
ー
タ
に

裏
付
け
ら
れ
た
事
実
や
道
理
に
基
づ
い

て
、
正
し
い
判
断
と
行
動
を
と
る
と
い
う

考
え
方
で
す
か
ら
。

―
―
精
密
農
業
で
は
判
断
を
下
す
の
は
農

場
主
の
役
割
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
ね
。

澁
澤　

そ
の
点
が
最
も
重
要
で
す
。
収
益

向
上
や
環
境
保
全
な
ど
経
営
改
善
し
た
い

目
標
に
向
か
っ
て
最
適
な
農
作
業
を
行
な

う
た
め
に
は
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
ま

す
（
図
２
）。
第
一
段
階
で
、
圃
場
に
あ

る
作
物
や
土
壌
の
空
間
的
・
時
間
的
バ
ラ

ツ
キ
を
克
明
に
記
録
し
て
マ
ッ
プ
に
し
ま

す
。
次
の
第
二
段
階
は
、
な
ぜ
バ
ラ
ツ
キ

が
現
れ
た
の
か
を
解
釈
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
バ
ラ
ツ
キ
は
無
視
し
て
よ
い
の

か
、
ど
ん
な
作
業
で
対
応
が
可
能
な
の
か

を
検
討
し
ま
す
。
そ
し
て
、
第
三
段
階
で

ス
マ
ー
ト
農
業
の
本
質
は
管
理
手
法

～
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
そ
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
～

2

図1：米国学術研究会議の提案書『21 世紀に向けた農業』（1997 年）

識者インタビュー

ス
マ
ー
ト
農
業
の
源
流
は
、
２
０
０
０
年
代
か
ら
国
内
に
も
広
ま
っ
た
精
密
農
業
と
い

う
管
理
手
法
で
あ
る
。
国
内
で
精
密
農
業
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、
日
本
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ベ
ー
ス
の
精
密
農
業
を
提
唱
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
構
想
段
階
か
ら
専
門
家
と
し

て
関
わ
っ
て
き
た
東
京
農
工
大
学
の
澁
澤
栄
・
特
任
教
授
に
話
を
聞
い
た
。
第
四
の
農
業

革
命
と
呼
ば
れ
る
精
密
農
業
の
源
流
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
日
本

で
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
あ
り
き
で
展
開
さ
れ
る
理
由
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ど
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
裏
側
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
―
―
。�

（
聞
き
手
／
加
藤
祐
子
）

“スマート農業ブーム”への違和感特 集
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検
討
し
た
対
応
策
の
候
補
か
ら
ど
の
作
業

を
行
な
う
の
か
判
断
し
、
選
択
し
ま
す
。

最
後
の
第
四
段
階
で
は
、
実
際
に
作
業
を

行
な
い
、
そ
の
評
価
を
し
ま
す
。

―
―
篤
農
家
と
呼
ば
れ
る
農
家
は
、
経
験

と
勘
を
頼
り
に
、
こ
の
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ

を
行
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

澁
澤　

彼
ら
の
観
察
眼
は
優
れ
て
い
て
、

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
が
な
い
時
代
で
も
気
象

や
土
壌
、
作
物
の
生
育
情
報
に
合
っ
た
農

作
業
を
選
ん
で
い
ま
す
。
新
し
い
技
術
が

あ
っ
た
ほ
う
が
当
然
、
便
利
に
計
測
や
解

析
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
本
質

的
な
部
分
を
抜
き
に
し
て
、
最
新
の
機
器

や
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
慣
行
農
法
で
は
バ
ラ
ツ
キ
の
記
録

と
そ
の
解
釈
の
部
分
が
無
視
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
農
業
に
新
規
参
入
す
る
場
合

に
は
、
こ
う
し
た
４
つ
の
ス
テ
ッ
プ
す
ら

知
ら
な
い
ま
ま
、
最
新
機
器
を
導
入
し
て

手
詰
ま
り
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
開
発
と
農
法
研
究

澁
澤　

精
密
農
業
が
提
唱
さ
れ
た
時
点
で

は
、
考
え
方
だ
け
が
先
行
し
て
い
て
、
技

術
は
ま
だ
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
手
作
業
で
収
量
を
調
査
し
て
、
色
鉛

筆
で
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
て
も
埒
が
明
か

な
い
の
で
ど
う
に
か
な
ら
な

い
か
と
。
も
う
じ
き
Ｇ
Ｐ
Ｓ

が
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
時
代
で
し
た
か
ら
、
コ
ン

バ
イ
ン
に
は
収
量
セ
ン
サ
ー

を
入
れ
よ
う
と
か
、
肥
料
を

可
変
散
布
し
よ
う
と
か
、
農

業
機
械
分
野
に
革
命
を
も
た

ら
し
た
わ
け
で
す
。

―
―
農
作
業
の
機
械
化
が
あ

る
程
度
解
決
し
た
状
況
に
打

っ
て
つ
け
だ
っ
た
の
で
す
ね
。

澁
澤　

一
般
的
に
、
機
械
は

あ
る
程
度
一
定
の
回
転
速
度

で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
仕
事
を

し
て
初
め
て
、
故
障
も
少
な

く
、
効
率
良
く
動
き
ま
す
。

そ
れ
を
相
手
が
バ
ラ
つ
い
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
バ
ラ
ツ
キ
に

応
じ
て
変
動
さ
せ
よ
う
と
し
た
ら
、当
然
、

機
械
は
壊
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
可
変
散

布
機
能
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
し
た

技
術
な
ん
で
す
。
世
界
中
の
研
究
機
関
が

同
時
に
同
じ
課
題
に
挑
戦
し
て
、
数
年
に

一
度
、
開
発
状
況
を
持
ち
寄
っ
て
、
ど
れ

が
良
い
か
繰
り
返
し
検
討
し
ま
し
た
。

―
―
技
術
が
進
歩
す
る
と
、
議
論
も
深
ま

り
ま
す
ね
。

澁
澤　

技
術
が
あ
る
程
度
整
っ
て
く
る

と
、
議
論
も
次
の
段
階
に
移
り
ま
す
。
た

と
え
ば
土
壌
や
作
物
の
生
育
状
況
に
合
わ

せ
て
施
肥
量
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
可

変
施
肥
機
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
新
し
い
機
械
で
肥
料
を
可
変
散
布
し

て
み
る
と
、
環
境
負
荷
減
・
コ
ス
ト
減
・

収
量
ア
ッ
プ
を
目
標
に
作
業
し
た
は
ず

が
、
従
来
よ
り
も
散
布
量
が
増
え
て
し
ま

っ
た
。
地
域
の
ど
ん
な
圃
場
で
も
だ
い
た

い
そ
の
作
物
が
育
つ
た
め
に
作
ら
れ
た
施

肥
基
準
を
、
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
て
も
う

ま
く
い
か
な
い
と
い
う
わ
け
で
す
。
新
た

に
可
変
散
布
に
対
応
で
き
る
施
肥
基
準
を

検
討
す
る
べ
き
だ
と
、
今
度
は
土
壌
学
者

に
宿
題
が
出
ま
す
。
技
術
と
農
学
の
ど
ち

ら
か
が
進
歩
す
る
と
不
具
合
が
生
じ
て
、

こ
う
し
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
土
壌
セ
ン
サ
ー
の
研
究
開
発
に
着
手

さ
れ
た
の
は
そ
の
頃
で
す
か
？　

澁
澤　

は
い
。
世
界
中
で
圃
場
か
ら
土
壌

の
情
報
を
計
測
す
る
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の

開
発
に
手
を
挙
げ
て
い
る
研
究
グ
ル
ー
プ

は
い
ま
し
た
が
、
作
物
の
根
が
張
る
作
土

の
情
報
を
計
測
す
る
取
り
組
み
は
、
う
ま

く
い
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

日
本
で
も
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
―
こ
う
し
て
開
発
さ
れ
た
最
先
端
の
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
っ
た
展
開
が
米
国
、

欧
州
で
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
日
本
と
の

違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

澁
澤　

米
国
で
も
欧
州
で
も
農
法
研
究
に

は
、
10
年
あ
る
い
は
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

日
本
に
は
長
期
的
な
農
法
研
究
が
あ
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
国
や
都
道
府
県
の
試
験

場
で
は
10
年
以
上
か
け
て
新
し
い
品
種
を

生
み
出
し
た
り
、
栽
培
方
法
を
改
善
し
た

り
と
い
う
研
究
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
彼
ら
の
成
果
は
な
か
な
か
日
の
目

を
見
ま
せ
ん
。成
果
が
表
れ
に
く
い
の
で
。

ど
こ
か
ら
か
研
究
資
金
を
都
合
で
き
れ
ば

続
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と

潰
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

―
―
賢
い
研
究
者
は
、
単
年
度
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
予
算
を
回
し
な
が
ら
、
基
礎
研

究
を
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

澁
澤　

そ
う
い
う
研
究
を
続
け
ら
れ
る
研

究
者
は
、
農
家
が
見
え
て
い
ま
す
か
ら
。

何
代
に
も
わ
た
る
農
家
の
技
術
開
発
レ
ベ

ル
を
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
い
と
。
そ

れ
よ
り
も
致
命
的
な
の
は
、
日
本
で
は
農

業
経
営
を
研
究
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

図２：精密農業で農作業を判断・選択する４つのステップ

❶

❷

❸

❹
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―
―
農
業
経
営
学
と
い
う
分
野
は
あ
り
ま

す
が
、
現
場
の
農
業
経
営
者
の
成
果
分
析

し
か
し
て
い
な
い
と
い
う
辛
口
な
評
価
も

耳
に
し
ま
す
。

澁
澤　

研
究
と
い
う
の
は
だ
い
た
い
後
ろ

向
き
な
の
で
す
が
、
技
術
革
新
や
経
営
革

新
の
障
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
新
し
い
技
術
を
や
ろ

う
と
し
て
も
、
経
営
組
織
や
経
営
戦
略
が

変
わ
ら
な
い
ま
ま
、
従
来
の
農
業
簿
記
や

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
照
ら
し
て
い
か
に
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
し
た
か
、
平
気
で
20
％
と
か

50
％
削
減
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
ら
締
め

付
け
て
し
ま
い
ま
す
。
普
通
に
経
営
努
力

を
し
て
い
た
ら
、
20
％
削
減
、
50
％
削
減

な
ん
て
あ
り
得
な
い
。
そ
の
根
拠
に
な
っ

て
い
る
の
が
日
本
の
農
業
経
営
学
な
の

で
、
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
物
差
し
も
考
え

物
な
ん
で
す
よ
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
あ
り
き
で

経
営
に
触
れ
ら
れ
な
い
理
由

澁
澤　

米
国
や
欧
州
で
も
２
０
０
０
年
代

に
精
密
農
業
を
展
開
し
た
の
は
、
農
学
の

研
究
者
で
し
た
。
農
業
工
学
、
農
業
機
械

の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
壌
学
や

作
物
学
、農
業
経
済
学
な
ど
の
専
門
家
が
、

そ
の
当
時
の
Ｉ
Ｔ
（
情
報
工
学
）、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

と
連
携
し
て
、
当
然
そ
こ
に
は
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
関
わ
っ
て
進
め
る
と

い
う
構
図
で
し
た
。

―
―
経
営
戦
略
の
最
先
端
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
提
唱
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

澁
澤　

そ
う
で
す
。
常
に
土
台
に
あ
る
の

は
、そ
の
時
点
で
の“
儲
け
頭
の
農
業
”で
、

そ
れ
は
持
続
的
（sustainable

）
で
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
持
続
的
と
い
う
部
分
に

は
、
環
境
負
荷
、
人
口
問
題
、
貿
易
の
問

題
も
あ
っ
て
、
一
方
で
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
を
理
解
し
て
小
売
り
や
卸
の
人
た
ち

と
も
直
接
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
そ
れ
は
国
境
を
越
え
た
問
題

で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
い
て
い
か
な
い

と
、
農
業
が
こ
れ
か
ら
儲
か
る
と
い
う
視

点
で
開
示
で
き
な
い
と
い
う
の
が
米
国
や

欧
州
の
農
業
の
道
筋
で
す
。
こ
れ
を
支
え

る
哲
学
で
あ
り
、
管
理
手
法
、
経
営
学
の

柱
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
が
精
密
農
業
で

し
た
。

―
―
そ
の
点
で
は
、
日
本
で
精
密
農
業
に

関
わ
る
の
は
、
農
業
機
械
の
研
究
者
だ
け

で
す
ね
。

澁
澤　

精
密
農
業
を
日
本
に
導
入
す
る
際

に
、
米
国
の
土
壌
学
者
で
精
密
農
業
の
発

案
者
、
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
バ
ー
ト
氏
は
、
現

場
で
実
践
す
る
農
場
主
、
担
い
手
が
い
る

の
か
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
や

っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

私
は
バ
イ
テ
ク
以
上
に
農
業
が
革
命
的
に

変
わ
る
コ
ン
セ
プ
ト
だ
と
確
信
し
て
い
た

の
で
、
農
林
水
産
省
に
精
密
農
業
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
必
要
と
さ
れ
る
技
術
、
そ
の
技

術
を
普
及
し
た
後
に
担
い
手
や
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
ど
う
変
わ
る
の
か
と
い
う
展
望
に
つ

い
て
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

―
―
政
策
的
に
取
り
組
む
素
地
は
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

澁
澤　

残
念
な
が
ら
、
当
時
は
農
村
計
画

な
ど
ソ
フ
ト
の
部
分
に
予
算
を
つ
け
る
の

が
大
変
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
、
新

し
い
技
術
を
研
究
開
発
し
た
り
す
る
ほ
う

が
予
算
を
確
保
し
や
す
か
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
す
で
に
世
界
中
で
開
発
さ
れ
て
い

る
成
果
を
現
場
に
持
ち
込
ん
で
実
証
す
れ

ば
、
数
年
で
結
果
は
出
た
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
対
し
て
、
自
国
で
使
い
や
す
い
技
術

を
独
自
に
開
発
す
る
と
、
15
年
、
20
年
は

か
か
り
ま
す
。
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？

と
い
う
投
げ
か
け
に
、
当
時
の
農
水
省
は

結
局
、
自
前
の
技
術
で
精
密
農
業
を
す
る

と
い
う
判
断
を
し
ま
し
た
。
海
外
に
調
査

に
出
か
け
た
の
は
、
農
業
機
械
の
開
発
担

当
だ
け
で
、
農
業
経
営
と
作
物
学
、
土
壌

学
の
専
門
家
も
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
に
終
始
し

て
、
農
法
や
農
業
経
営
の
哲
学
と
し
て
導

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
。

澁
澤　

そ
う
で
す
。
経
営
戦
略
の
意
識
改

革
が
精
密
農
業
の
世
界
的
潮
流
で
し
た
が
、

そ
の
波
に
は
乗
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

人
特
有
の
手
段
を
目
的
に
す
る
と
い
う
能

力
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
ま
し
た
ね
。

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
は
行
政
用
語

―
―
と
こ
ろ
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
至
る

ま
で
に
、
精
密
農
業
、
Ｉ
Ｔ
農
業
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
農
業
と
呼
び
名
が
変
わ
り
ま
し
た
。

澁
澤　

行
政
に
は
、
絶
対
に
間
違
っ
た
こ

と
は
し
な
い
と
い
う
明
治
以
来
の
日
本
の

官
僚
の
不
文
律
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

予
算
を
つ
け
る
と
き
に
は
、
大
本
の
研
究

で
は
な
く
、
そ
の
制
度
を
形
に
し
て
社
会

に
普
及
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
ま
す
。「
実

現
す
る
」「
実
施
す
る
」「
解
決
す
る
」
と

と
り
あ
え
ず
書
い
て
し
ま
う
の
で
、
予
算

が
つ
い
て
そ
の
事
業
年
度
が
終
わ
る
と
き

に
は
、
行
政
上
は
そ
の
目
標
を
達
成
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も
実
際
に
は
で
き

て
い
な
い
の
で
、
積
み
残
し
た
課
題
や
新

た
に
追
加
し
た
課
題
に
取
り
組
み
た
く
て

も
、
同
じ
事
業
名
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
解

決
済
み
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

そ
う
す
る
と
、
事
業
に
は
新
し
い
名
前
が

必
要
に
な
り
ま
す
。「
精
密
農
業
」
と
い

う
用
語
は
使
い
古
さ
れ
て
、
新
し
い
名
称

が
必
要
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
―
そ
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
構
想
段
階
か

ら
の
経
緯
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
？

澁
澤　

２
０
０
０
年
代
の
精
密
農
業
に
始

ま
り
、
農
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
流

れ
を
受
け
て
、
農
水
省
の
大
臣
官
房
で
こ

の
先
の
事
業
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
を

検
討
し
た
結
果
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
で

進
め
よ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
の
で
す
。

省
庁
横
断
で
農
水
省
の
ほ
か
に
内
閣
府
・

内
閣
官
房
決
算
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、

“スマート農業ブーム”への違和感特 集
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国
土
交
通
省
、
農
機
・
肥
料
・
保
険
・
自

動
車
な
ど
の
関
連
業
界
を
集
め
て
60
～
70

人
規
模
の
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
、
は
じ

め
に
将
来
構
想
を
話
し
ま
し
た
。

―
―
ど
ん
な
内
容
で
し
ょ
う
か
？

澁
澤　

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
何
か
。
そ
れ

は
、
農
家
の
意
志
を
実
現
す
る
た
め
の
作

業
ツ
ー
ル
で
す
。
で
は
、
農
家
が
何
を
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
わ

か
ら
な
い
と
、
ス
マ
ー
ト
農
業
は
で
き
ま

せ
ん
よ
、
と
。
個
々
の
農
業
経
営
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
「
や
り
た
い
こ
と
」
が
当
然

あ
る
は
ず
で
す
。
す
べ
て
を
取
り
上
げ
た

ら
キ
リ
が
な
い
の
で
、
そ
の
中
か
ら
５
つ

を
将
来
構
想
に
挙
げ
て
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
体
系
が
ス
マ
ー
ト
農
業
だ
と
説

明
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
ス
マ
ー
ト
農
業
の
定
義
と
い
う
部
分

で
す
ね
。

澁
澤　

現
実
的
に
は
、
既
に
あ
る
技
術
に

対
し
て
予
算
を
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
、
何
か
新
し
い
技
術
が
な
い
か
検

討
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、「
長
時
間
運

転
し
て
い
る
と
疲
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う

要
望
に
は
、
自
動
操
舵
技
術
が
応
え
る
の

で
す
が
、
既
に
あ
る
の
で
、
行
き
届
い
て

い
な
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
基
地
局
が
そ
の
対
象
に

挙
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
内
閣
府
か

ら
準
天
頂
衛
星
「
み
ち
び
き
」
の
活
用
も

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
米
国
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
ロ

シ
ア
の
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｓ
と
同
じ
で
、
本

来
の
軍
事
研
究
な
ど
の
目
的
以
外
に
、
農

業
機
械
や
建
設
機
械
の
自
動
操
舵
に
も
活

用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
公
に
省
庁
連
携

で
支
援
で
き
る
と
い
う
話
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
は

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

―
―
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
開
発
も
、

そ
の
一
つ
で
す
ね
。
実
演
風
景
を
見
ま
し

た
が
、
普
及
に
は
課
題
を
抱
え
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

澁
澤　

農
機
の
自
動
運
転
に
は
機
械
側
の

努
力
に
限
度
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
言
葉
を

選
ば
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
社

会
の
仕
組
み
、
道
路
と
か
街
並
み
を
変
え

る
必
要
が
あ
っ
て
、
現
在
あ
る
農
村
シ
ス

テ
ム
で
自
動
運
転
や
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ

ー
が
機
能
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
い
ま

あ
る
村
が
消
え
て
、
新
し
い
農
村
が
で
き

る
、
50
年
、
１
０
０
年
ス
パ
ン
の
変
化
が

起
き
た
と
き
に
よ
う
や
く
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
が
機
能
す
る
環
境
も
整
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

―
―
ま
だ
人
間
が
必
要
で
す
か
？

澁
澤　

い
ま
の
と
こ
ろ
、
自
動
運
転
に
し

て
も
一
番
大
事
な
判
断
を
す
る
部
分
は
人

間
が
や
っ
て
い
る
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
不

安
定
性
が
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

人
間
の
機
能
を
過
小
評
価
し
て
い
る
の

で
、
人
間
が
い
な
く
て
も
そ
の
シ
ス
テ
ム

が
動
く
と
錯
覚
し
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
。

シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
（
技
術
的
特
異
点
）

の
概
念
だ
と
か
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が

発
達
し
た
ら
全
部
イ
ケ
る
と
誇
張
し
た
宣

伝
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
。

―
―
人
間
の
判
断
が
前
提
に
あ
る
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
。

澁
澤　

そ
う
で
す
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、

現
場
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
て
、
大
量
の
デ

ー
タ
の
中
か
ら
相
関
関
係
を
見
な
が
ら
、

農
家
が
ど
う
い
う
判
断
を
す
る
の
か
と
い

う
自
由
度
と
そ
の
判
断
の
精
度
を
高
め
る

た
め
に
開
発
さ
れ
た
ツ
ー
ル
で
す
。
ス
マ

ー
ト
農
業
を
始
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
儲

か
る
わ
け
で
も
美
味
し
い
も
の
が
と
れ
る

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
保
全
に
な

る
わ
け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
、
ブ
ー
ム
な

ん
で
す
よ
！

―
―
“
ス
マ
ー
ト
農
業
ブ
ー
ム
”
は
い
つ

ま
で
続
く
の
で
し
ょ
う
か
？

澁
澤　

そ
う
長
く
は
続
か
な
い
と
思
い
ま

す
よ
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は
そ
の
ツ
ー
ル
を

使
う
農
家
が
持
っ
て
い
る
哲
学
と
価
値
観

に
基
づ
い
て
経
営
の
目
標
を
ど
う
設
定
す

る
か
次
第
で
す
。

―
―
そ
う
い
う
価
値
観
や
哲
学
を
持
っ
て

い
る
農
家
は
ど
の
く
ら
い
い
ま
す
か
？

澁
澤　

１
万
人
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
現

場
を
知
ら
な
い
学
者
や
行
政
官
が
舞
台
に

乗
せ
て
も
「
張
り
子
の
虎
」
に
し
か
な
り

ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
そ
の
張
り
子
の
虎
を

つ
く
ら
な
い
と
予
算
を
確
保
し
て
現
場
に

流
す
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
私
の
仕
事

も
必
要
で
し
ょ
う
（
笑
）。

―
―
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

澁
澤　

海
外
で
は
、
現
場
か
ら
大
量
の
デ

ー
タ
を
集
積
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
リ
ス
ク
管
理
を
す
る

の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
、
収
益
管
理
を

す
る
の
が
精
密
農
業
だ
と
整
理
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
話
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
す
。
ス

マ
ー
ト
農
業
を
や
っ
て
い
る
経
営
ほ
ど
、

サ
イ
バ
ー
ア
タ
ッ
ク
を
受
け
る
と
い
う
こ

と
で
、
日
本
国
内
で
も
議
論
を
始
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

澁
しぶ

澤
さわ
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